
千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

附
・
春
曙
文
庫
蔵
『
新
撰
月
百
首
』
翻
刻

山
本
和
明

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
本
学
図
書
館
春
曙
文
庫
に
橘
千
蔭
の
自
筆
本
『
新
撰
月
百
首
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
国
書
総
目
録
』
に
「
新
撰
月
百
首
」
と
立
項
さ
れ
る
も
の
の
、

そ
こ
に
は
「
国
学
者
伝
記
集
成
に
よ
る
」
と
記
さ
れ
る
の
み
。
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
を
感
け
ば
、
「
著
書
」
の
項
に
明
治
二
七
年
刊
『
慶
長
以
来
諸
家
著
述

目
録
（
和
学
者
ノ
部
）
』
か
ら
の
引
用
で
、
「
新
撰
月
百
首
　
　
＝
と
あ
る
。
千
蔭
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
木
村
寿
・
渡
部
輝
子
両
氏
に
よ
る
著

作
目
録
（
「
館
蔵
橘
千
蔭
集
『
粗
し
う
』
（
翻
刻
）
1
付
・
調
査
余
録
千
蔭
著
作
目
録
1
」
『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
一
七
　
昭
五
一
二
二
）
に
よ
り
、

は
じ
め
て
国
会
図
書
館
所
蔵
『
千
蔭
筆
叢
』
（
請
求
番
号
目
O
b
。
山
　
㊤
）
の
内
に
収
ま
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
今
回
、
そ
の
調
査
過
程
に
お
い
て
、
他
に
も

同
様
の
内
容
を
記
し
た
も
の
を
幾
本
か
確
認
し
得
た
。
そ
れ
ら
諸
本
と
の
比
較
検
討
を
通
じ
、
春
曙
文
庫
蔵
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立
事
情
な
ら
び
に
そ
の

位
置
付
け
を
行
な
い
、
さ
ら
に
そ
こ
に
窺
え
る
千
蔭
の
撰
集
姿
勢
を
確
認
す
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
内
容
を
検
証
し
て
も
ら
う
意

味
で
、
同
書
の
翻
刻
も
併
せ
、
後
掲
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
撰
者
で
あ
る
橘
千
蔭
は
加
藤
千
蔭
と
も
称
す
る
。
通
称
又
左
衛
門
、
字
は
徳
用
麻
呂
、
芳
宜
園
・
尤
園
・
耳
梨
山
人
と
も
号
す
。
江
戸
町
奉
行
与
力
加
藤

玉
璽
の
息
に
し
て
享
保
二
十
年
三
月
に
生
ま
れ
、
延
享
元
年
賀
茂
真
淵
に
入
門
す
る
。
父
の
跡
を
継
い
で
与
力
と
な
り
、
天
明
八
年
、
五
四
歳
の
と
き
致
仕

す
る
。
退
隠
後
に
著
し
た
『
万
葉
集
略
解
』
は
有
名
で
あ
り
、
家
集
に
『
う
け
ら
が
花
』
が
あ
る
。
村
田
春
海
と
と
も
に
江
戸
派
の
双
脚
と
し
て
文
学
史
的
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千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

二

に
評
価
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、
論
者
は
以
前
、
本
研
究
論
集
四
一
号
掲
載

刻
し
て
い
る
。
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
千
蔭
関
連
資
料
一
・
二
」
に
お
い
て
、
「
万
葉
集
略
解
」
関
連
書
簡
等
を
翻

　
　
　
　
　
春
曙
文
庫
『
新
撰
月
百
首
』
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
春
曙
文
庫
蔵
本
の
概
要
を
掲
げ
て
お
く
。
『
新
撰
月
百
首
』
（
請
求
番
号
㊤
　
　
．
δ
囚
）
は
枯
色
表
紙
一
冊
袋
綴
写
本
（
二
二
・
七
二
×
一
六
・
九
糎
）

で
全
九
丁
（
墨
付
七
丁
・
表
裏
に
各
々
遊
び
紙
あ
り
）
か
ら
な
り
、
後
補
表
紙
左
に
は
千
蔭
自
筆
に
よ
る
原
題
籏
「
新
撰
月
百
首
」
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に
百
首
が
記
さ
れ
（
三
丁
半
）
、
そ
の
あ
と
に
百
首
撰
歌
に
至
っ
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
半
丁
）
。
残
り
三
丁
は
四
周
早
耳
匡
郭
の
用
紙
に

「
林
家
書
順
」
と
内
題
し
、
（
享
和
三
年
）
十
一
月
廿
二
日
付
千
蔭
士
林
述
斎
（
大
学
頭
）
書
簡
お
よ
び
別
条
・
（
文
化
元
年
）
暮
春
二
六
日
付
同
書
簡
を
収

め
て
い
る
。
後
翅
の
翻
刻
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
書
は
上
述
斎
の
需
め
に
よ
っ
て
、
千
蔭
が
廿
一
代
集
の
中
か
ら
、
月
に
関
わ
り
の
あ
る
歌
を
百
首

選
び
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
林
述
斎
は
第
八
代
大
学
頭
。
名
は
衡
、
字
は
叔
続
、
蕉
軒
と
も
号
す
。
美
濃
国
岩
村
藩
主
松
平
能
登
曳
航
纏
の
三
男
で
、
寛
政

五
年
林
家
第
七
代
大
学
頭
比
興
の
後
を
嗣
ぐ
。
そ
の
述
斎
と
千
蔭
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
『
泊
酒
舎
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
寛
政
七
年
九
月
六
日
、
書
簡
を
千

蔭
に
送
り
『
時
文
摘
枇
』
｝
覧
の
上
、
一
本
を
写
し
礼
を
陳
べ
た
と
あ
る
（
倉
皇
堂
幅
）
。
そ
の
付
合
い
は
親
密
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
し
く
、
文
化
五
年

九
月
二
日
に
亡
く
な
っ
た
千
蔭
の
墓
碑
銘
は
林
述
斎
の
草
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
崇
文
叢
書
一
『
蕉
窓
文
草
』
巻
二
所
収
、
『
事
実
旨
旨
』
三
六
も
同
じ
）
。

墓
碑
銘
に
「
翁
書
芸
墨
書
。
其
所
揮
洒
。
即
扇
頭
紙
尾
。
人
争
珍
之
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
能
筆
家
で
あ
る
千
蔭
の
揮
毫
し
た
書
は
「
愛
玩
」
の
対
象
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
今
回
考
察
の
『
新
撰
月
百
首
』
も
、
述
斎
書
簡
に
よ
れ
ば
「
呪
言
御
詠
」
の
揮
毫
を
頼
み
、
授
受
の
後
「
月
に
謙
り
候
古
歌
之
秀

逸
な
る
は
、
詩
も
不
及
斗
覚
へ
候
も
多
く
御
座
候
。
思
者
、
可
然
古
歌
百
首
斗
選
出
し
、
蔵
申
度
臣
事
」
と
依
頼
し
、
そ
の
結
果
、
文
化
元
年
三
月
、
千
蔭

七
十
歳
の
時
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
春
曙
文
庫
蔵
本
は
翼
翼
が
は
げ
し
い
も
の
の
、
冒
頭
の
金
野
に
「
忍
業
愛
蔵
」
「
春
曙
文
庫
」
と
あ
る
。
「
芳
宜
園

蔵
」
印
は
、
そ
の
流
麗
な
文
字
と
と
も
に
千
蔭
自
筆
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
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諸
本
概
要

　
国
会
図
書
館
蔵
『
千
蔭
筆
叢
』
以
下
、
管
見
に
入
っ
た
諸
本
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　
『
千
前
野
叢
』
は
、
前
掲
著
作
目
録
で
は
「
△
新
撰
月
百
首
　
一
巻
　
千
蔭
編
・
書
　
文
化
元
年
三
月
成
（
写
・
千
蔭
筆
記
の
内
）
〈
国
会
〉
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
「
△
」
は
実
見
に
及
ん
だ
も
の
の
由
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
『
千
蔭
筆
叢
』
を
検
す
る
と
き
、
そ
の
ど
こ
に
も
「
新
撰
月
百
首
」
と
い
う
題
は

記
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
『
帝
国
図
書
館
和
漢
図
書
書
名
目
録
』
第
三
編
で
は
、
「
千
蔭
銅
藍
」
の
項
に
「
写
本
〔
加
藤
千
蔭
、
楽
聖
斎
ノ
需
メ
ニ
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

シ
月
歌
百
首
ヲ
撰
出
シ
且
林
氏
ノ
依
頼
状
ヲ
記
シ
タ
ル
モ
ノ
末
二
伊
庭
秀
降
監
和
文
井
長
歌
ヲ
付
ス
〕
」
と
あ
る
ば
か
り
。
あ
る
い
は
、
木
村
・
渡
部
両
氏

に
よ
る
判
断
で
あ
ろ
う
か
。
内
容
は
千
蔭
自
筆
本
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
途
中
「
本
ノ
（
マ
マ
ご
と
言
っ
た
注
記
も
み
ら
れ
、
明
ら
か
に
後
の
時
代
の

写
本
で
あ
る
。
『
千
墨
筆
叢
』
と
命
名
さ
れ
る
も
の
の
、
先
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
半
は
源
秀
賢
「
よ
つ
の
時
の
行
き
か
ひ
」
「
西
城
新
殿
歌
」
が

「
新
撰
月
百
首
」
と
同
筆
に
て
併
載
さ
れ
、
千
蔭
関
連
は
「
新
撰
月
百
首
」
の
み
に
す
ぎ
な
い
。
源
秀
賢
は
橘
千
蔭
－
村
上
素
行
の
学
統
に
連
な
る
伊
庭
秀

賢
の
こ
と
で
、
明
治
五
年
七
三
歳
に
て
没
し
て
い
る
。
そ
の
繋
が
り
か
ら
、
恐
ら
く
千
蔭
自
筆
本
『
新
撰
月
百
首
』
を
書
写
し
え
た
の
で
は
な
い
か
。
後
補

表
紙
題
籏
に
記
さ
れ
た
『
千
墨
筆
叢
』
と
い
う
題
も
明
治
三
四
年
一
月
に
収
蔵
さ
れ
た
際
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
千
蔭
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の

が
、
書
承
の
か
た
ち
で
他
に
も
伝
わ
り
得
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
冒
頭
で
触
れ
た
『
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
（
和
学
者
ノ
部
）
』
の
著
者
が
実
見
、

あ
る
い
は
知
り
得
た
「
新
撰
月
百
首
　
　
＝
が
、
千
蔭
自
筆
本
で
あ
る
と
即
断
は
で
き
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
春
曙
文
庫
蔵
本
が
そ
の
原
本
で
あ
る

こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

　
『
新
撰
月
百
首
』
は
そ
の
内
容
か
ら
み
て
、
千
蔭
の
も
と
に
残
さ
れ
た
手
控
え
と
い
っ
た
性
格
が
強
い
。
実
際
、
単
層
斎
の
た
め
に
揮
毫
し
た
そ
の
も
の

で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
述
斎
か
ら
の
礼
状
で
あ
る
暮
春
廿
六
日
付
千
蔭
宛
書
簡
に
「
月
下
甘
薯
を
翌
翌
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
依
頼
の
際
に
、
述

斎
は
「
別
書
之
玉
串
出
来
候
得
は
法
帖
之
如
く
仕
立
申
付
」
（
十
一
月
廿
二
日
二
千
蔭
宛
書
簡
）
と
述
べ
、
事
実
「
帖
」
に
仕
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
も
「
撰
集
作
者
を
も
か
・
ず
、
四
行
あ
る
は
五
行
に
な
ら
べ
書
」
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
先
達
而
は
月
百
詠
之
草
御
燈
申
候
」
と
い
う
言
葉

に
み
る
よ
う
に
、
『
新
撰
月
百
首
』
と
い
う
題
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
を
検
す
れ
ば
、
書
簡
に
見
出
だ
さ
れ
た
千
撃
壌
『
雪
国
詠
』
と
い

う
題
を
確
認
し
う
る
。
し
か
し
前
と
同
様
、
そ
の
所
蔵
は
確
認
さ
れ
ず
、
「
大
日
本
歌
書
総
覧
に
よ
る
」
と
あ
る
。
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千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
福
井
久
蔵
編
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
（
大
正
十
五
年
八
月
初
版
発
行
、
昭
和
四
九
年
五
月
国
書
刊
行
会
再
版
）
定
数
歌
集
の
部
（
中
巻
四
四
五
頁
）
に
次

の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
月
百
詠
　
　
窺
「
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
千
蔭

　
　
『
春
霞
た
な
び
き
に
け
り
久
方
の
月
の
桂
も
花
や
咲
く
ら
む
』
以
下
月
の
百
首
を
自
書
せ
る
を
帖
と
せ
る
も
の
。
子
爵
水
野
忠
歎
氏
所
蔵
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
引
用
者
）

「
春
霞
…
」
以
下
、
月
に
関
わ
る
歌
百
首
と
あ
り
、
体
裁
も
「
帖
」
で
あ
る
。
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
記
載
の
『
月
百
詠
』
は
、
林
工
商
に
渡
さ
れ
た
原
物
で

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
水
野
慨
歎
子
爵
所
蔵
で
あ
っ
た
『
月
百
詠
』
を
稿
者
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
内
容

を
別
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
』
続
編
巻
七
四
－
一
（
原
本
未
見
。
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
甲
子
夜
話
続
編
6
』
二
一
七
頁
）
に
、
千
蔭
の
撰
に
よ
る
「
月
百
詠
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
巻
七
四
－
一
の
冒
頭
に
は
「
樫
宇
が
書
、
井
に
冊
子
、
下
に
編
述
す
」
と
あ
る
。
椌
宇
と
は
林
裡
宇
の
こ
と
で
、
層
理
斎
三
男
、
第

九
代
大
学
頭
。
名
は
銑
、
字
は
用
輻
、
摘
斎
と
も
号
す
。
弘
化
三
年
、
五
四
歳
に
て
没
し
て
い
る
。
そ
の
樫
宇
に
よ
る
静
山
宛
年
次
未
詳
廿
三
日
付
書
順

（
写
）
と
千
蔭
撰
の
「
月
百
詠
」
、
成
島
和
鳴
撰
の
「
月
百
首
」
が
『
甲
子
夜
話
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
、
試
み
に
そ
の
書
腰
を
掲
げ
る
。

　
　
　
静
山
老
侯
侍
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銑

　
　
　
　
口
述

　
　
此
二
種
は
、
外
題
践
文
に
御
座
候
通
り
之
訳
に
て
、
拙
家
に
御
坐
候
。
い
か
に
も
両
人
銘
々
見
所
か
は
り
候
も
面
発
く
御
坐
候
。
も
し
や
例
の
御
冊
子

　
　
中
に
入
可
申
レ
哉
と
先
先
呈
覧
。
御
序
之
節
に
御
返
梛
奉
レ
希
候
。
以
上
。

　
　
　
廿
三
日

こ
こ
に
明
ら
か
な
の
は
、
林
樫
宇
は
、
家
に
伝
わ
る
千
蔭
『
星
章
詠
』
を
静
山
に
早
昼
に
い
れ
、
静
山
は
そ
の
怪
盗
と
も
ど
も
採
録
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
「
例
の
御
冊
子
中
に
入
可
申
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
は
じ
め
か
ら
『
甲
子
夜
話
』
へ
の
収
録
を
願
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
『
甲
子
夜
話
』
が
樫
宇
の
父
、

静
山
の
幼
馴
染
で
あ
る
林
述
斎
の
勧
め
に
よ
っ
て
、
文
政
四
年
十
一
月
十
七
日
、
即
ち
甲
子
の
日
に
筆
を
起
こ
し
た
こ
と
は
夙
に
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
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る
が
（
氏
家
幹
人
『
殿
様
と
鼠
小
僧
』
＝
二
〇
頁
）
、
そ
の
情
報
収
集
に
息
子
の
樫
宇
も
一
役
か
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
内
容
で
あ
る
が
、
先
述
の
年
次

未
詳
廿
三
日
付
静
山
宛
心
置
書
斎
に
引
き
続
き
、
「
月
百
詠
　
廿
里
蔭
撰
」
と
あ
り
、
以
下
、
百
首
で
は
な
く
九
九
首
の
み
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
『
新
撰
月
百
首
』
所
収
書
簡
に
あ
る
よ
う
に
、
撰
集
名
・
作
者
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
「
林
家
書
置
」
も
な
い
。

　
林
述
斎
監
修
の
も
と
、
昌
平
坂
学
問
所
で
作
成
さ
れ
た
「
朝
野
旧
聞
蓋
置
」
の
編
者
の
一
人
で
あ
る
宮
崎
黒
身
が
、
天
保
元
年
か
ら
書
き
留
め
た
見
聞
雑

録
集
『
視
聴
草
』
八
集
之
七
に
、
『
甲
子
夜
話
』
所
収
の
「
月
百
詠
」
と
同
じ
も
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
汲
古
書
院
・
昭
和
六
十
年
七
月
発
行
、
第
七

巻
一
一
五
頁
）
。
そ
の
歌
配
列
な
ど
、
『
甲
子
夜
話
』
に
一
致
。
『
視
聴
草
』
の
中
に
は
、
他
に
も
松
浦
静
山
が
書
き
留
め
た
も
の
と
全
く
同
じ
も
の
が
見
出

だ
さ
れ
る
例
が
存
在
す
る
と
い
う
が
（
氏
家
幹
人
前
掲
書
四
〇
頁
）
、
幕
臣
で
あ
る
成
身
は
林
家
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
多
く
（
前
掲
書
四
〇
頁
）
、
そ
の
出

入
り
の
な
か
で
実
見
に
入
っ
た
の
や
も
知
れ
ぬ
。

　
以
上
、
諸
書
に
伝
わ
る
「
月
百
詠
」
・
「
新
撰
月
百
首
」
の
関
係
を
示
す
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
　
新
撰
月
百
首
（
春
曙
文
庫
蔵
・
千
蔭
自
筆
）
…
…
千
蔭
筆
叢
（
国
会
図
書
館
蔵
）

　［
月
百
詠
（
旧
水
野
攣
舞
千
蔭
皐
未
見
）
晶
躯
照
影
．
原
本
未
見
）

　
　
　
　
　
『
月
百
詠
』
と
『
新
撰
月
百
首
』

　
そ
れ
で
は
『
月
百
詠
』
と
『
新
撰
月
百
首
』
と
の
互
い
の
関
係
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
新
撰
月
百
首
』
が
千
蔭
の
側
の
手
控
え
、
『
月
百
詠
』
が
林

下
斎
の
側
に
渡
っ
た
も
の
、
と
は
い
え
、
『
新
撰
月
百
首
』
（
春
曙
文
庫
蔵
本
）
と
『
月
百
詠
』
（
『
甲
子
夜
話
』
所
収
）
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
歌
の

配
列
、
所
収
歌
に
違
い
が
存
在
す
る
な
ど
、
全
く
同
一
の
も
の
で
は
な
い
。

　
二
つ
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
『
新
撰
月
百
首
』
が
千
蔭
に
と
っ
て
の
草
稿
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
『
実
写
詠
』
へ
の
浄

書
過
程
で
幾
つ
か
の
歌
を
変
更
し
た
の
だ
、
と
考
え
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
『
新
撰
月
百
首
』
に
（
文
化
元
年
）
暮
春
廿
六
日
付
の
述
斎
か
ら
の
礼
状
を

収
め
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
『
新
撰
月
百
首
』
は
『
三
百
詠
』
以
後
に
編
ま
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

一
五
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千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

一
六

こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
『
新
撰
月
百
首
』

と

『
月
百
詠
』
の
相
違
点
を
挙
げ
、
検
討
し
よ
う
と
思
う
。
『
新
撰
月
百
首
』
の

翻
刻
を
後
歯
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
『
新
撰
月
百
首
』
を
基
礎
と
し
て
、
『
月
下
詠
』
と
の
相
違
点
を
主
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
歌
番
号
は

後
掲
『
新
撰
月
百
首
』
翻
刻
に
際
し
、
新
た
に
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
論
の
煩
多
を
避
け
る
た
め
に
、
こ
の
歌
番
号
で
以
下
、
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

「
月
百
詠
』
と
の
相
違
点
　
　
　
　
　
（
但
し
漢
字
仮
名
の
別
、
「
ん
」
と
「
む
」
な
ど
は
考
慮
し
な
い
。
）

　
〈
校
異
〉

※
0
9
末
尾
「
き
ゆ
る
な
り
け
れ
」
が
「
き
ゆ
る
な
り
け
り
」
。

※
1
3
「
み
る
空
も
な
き
」
が
「
見
る
ほ
ど
も
な
き
」
。

※
2
1
「
月
の
光
し
」
が
「
月
の
光
の
」
。

※
2
3
「
あ
か
す
な
か
る
・
」
が
「
あ
か
ず
か
た
ぶ
く
」
。

※
2
4
「
な
り
け
る
」
が
「
な
り
け
り
」
。

※
4
2
「
木
の
ま
も
り
つ
る
」
が
「
木
間
も
り
く
る
」
。

※
6
3
「
こ
ひ
し
き
は
」
は
「
恋
し
さ
は
」
。

※
8
1
「
な
に
は
江
の
」
は
「
難
波
が
た
」

※
9
1
「
宿
か
る
」
は
「
や
ど
も
る
」
。

　
〈
配
列
・
歌
の
異
動
〉
　
　
　
　
　
　
　
（
〉
内
の
歌
集
名
、
㈲
～
㈲
の
符
号
は
新
た
に
付
し
た
。

※
0
2
と
0
3
の
順
が
逆
。

※
0
6
と
0
7
の
間
に
次
の
歌
有
り
。

　
　
㈲
あ
か
ず
見
る
花
の
深
き
よ
の
雲
井
に
か
す
む
春
の
月
か
げ
（
新
拾
遺
巻
二
春
歌
下
一
二
八
　
前
大
納
言
為
家
）

※
1
1
「
よ
も
す
が
ら
や
と
る
清
水
の
涼
し
さ
に
月
も
夏
を
や
よ
そ
に
み
る
ら
ん
」
ナ
シ
。

※
1
8
「
夕
立
の
ま
た
晴
や
ら
ぬ
雲
間
よ
り
同
し
空
と
も
み
え
ぬ
月
か
な
」
ナ
シ
。

※
2
6
「
こ
ぬ
人
を
し
た
に
ま
ち
つ
・
久
か
た
の
月
を
あ
は
れ
と
い
は
ぬ
よ
そ
な
き
」
ナ
シ
。

　
2
7
「
よ
く
と
も
に
く
も
ら
ぬ
雲
の
上
な
れ
は
お
も
ふ
事
な
く
月
を
み
る
か
な
」
ナ
シ
。

※
3
0
と
3
1
の
間
に
次
の
四
歌
有
り
。

　
　
・
9
5
の
歌

　
　
㈲
難
波
が
た
入
江
の
あ
し
の
よ
と
・
も
に
月
こ
そ
や
ど
れ
あ
き
の
う
ら
な
み
（
続
後
拾
遺
第
五
秋
歌
下
三
三
六
　
入
道
親
王
尊
円
）

　
　
◎
さ
や
け
さ
は
思
ひ
な
し
か
と
月
か
げ
を
こ
よ
ひ
と
し
ら
ぬ
人
に
と
は
ゴ
や
（
金
葉
二
度
本
第
三
秋
一
八
五
　
源
親
房
）

　
　
回
霧
は
る
・
ふ
し
み
の
く
れ
の
秋
か
ぜ
に
出
す
み
の
ぼ
る
を
は
つ
せ
の
や
ま
（
新
津
撰
第
四
秋
三
四
四
　
前
中
納
言
有
態
）

※
3
8
の
前
に
4
3
の
歌
有
り
。

※
4
4
の
前
に
次
の
歌
有
り
。

　
　
・
9
6
の
歌

　
　
㈲
百
敷
の
大
宮
な
が
ら
八
十
し
ま
を
見
る
こ
・
ち
す
る
秋
の
よ
の
つ
き
（
拾
遺
第
十
六
雲
斎
＝
〇
六
　
読
み
貴
し
ら
ず
）
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※
4
5
「
雲
消
ゆ
る
ち
さ
と
の
ほ
か
の
空
さ
え
て
月
よ
り
う
つ
む
秋
の
し
ら
雲
」
ナ
シ
。

※
4
6
と
4
7
の
順
が
逆
。

※
5
3
の
歌
、
7
9
の
前
に
有
り
。

※
6
2
の
前
に
次
の
歌
有
り
。

　
ω
山
の
は
・
そ
れ
と
も
見
え
ず
う
つ
も
れ
て
雪
に
か
た
ぶ
く
あ
り
あ
け
の
月
（
続
拾
遺
巻
六
冬
歌
四
六
二
　
従
三
位
通
氏
）

※
6
9
の
前
に
次
の
歌
有
り
。

　
働
わ
す
る
な
よ
ほ
ど
は
雲
井
に
成
ぬ
と
も
空
行
月
の
め
ぐ
り
あ
ふ
ま
で
（
拾
遺
巻
空
位
上
四
七
〇
）

※
8
2
「
よ
の
中
の
う
き
を
も
し
ら
す
す
む
月
の
影
は
わ
か
身
の
心
ち
こ
そ
す
れ
」
ナ
シ
。

※
8
4
「
世
に
ふ
る
に
物
お
も
ふ
と
し
も
な
け
れ
と
も
月
に
い
く
た
ひ
な
か
め
し
つ
ら
ん
」
ナ
シ
。

　
8
5
「
お
も
ふ
事
有
と
は
な
し
に
久
か
た
の
月
よ
と
な
れ
は
ね
ら
れ
さ
り
け
り
」
ナ
シ
。

　
8
6
「
あ
り
明
の
月
の
光
を
待
ほ
と
に
わ
か
よ
の
い
た
く
更
に
け
る
か
な
」
ナ
シ
。

※
9
2
の
歌
は
9
8
の
前
に
有
り
。

※
9
3
の
前
に
次
の
歌
有
り
。

　
ω
な
が
む
る
に
も
の
お
も
ふ
こ
と
の
な
ぐ
さ
む
は
月
も
う
き
よ
も
ほ
か
よ
り
や
ゆ
く
（
拾
遺
巻
八
雑
上
四
三
四
　
大
江
為
基
）

※
9
4
と
9
7
が
順
序
逆
。
（
9
5
・
9
6
は
既
に
前
に
配
置
）

※
9
9
と
柵
が
順
序
逆
。
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歌
配
列
や
所
収
歌
に
か
な
り
異
同
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
配
列
に
関
し
て
み
る
に
、
後
掲
の
『
新
撰
月
百
首
』
各
歌
に
付
さ
れ
て
い
る

撰
集
名
を
、
同
様
に
『
月
百
詠
』
に
お
い
て
確
認
し
て
も
、
と
も
に
廿
一
代
集
の
成
立
順
に
は
並
ん
で
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
『
新
撰
月

百
首
』
『
二
百
詠
』
双
方
に
共
通
し
て
、
あ
る
種
の
「
部
立
」
意
識
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
云
え
る
の
で
は
な
い
か
。
歌
こ
と
ば
の
中
に
、
例
え
ば
季
節

を
表
す
明
確
な
言
葉
が
詠
み
込
ま
れ
（
例
え
ば
「
春
の
よ
の
月
」
「
夕
立
」
「
山
風
」
な
ど
）
、
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
場
合
が
最
も
数
多
い
。
0
6
や
6
2

な
ど
の
よ
う
に
歌
に
季
節
を
示
す
言
葉
を
明
確
に
は
見
出
だ
し
に
く
く
て
も
、
あ
る
い
は
季
節
を
示
す
言
葉
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
撰
歌
に
あ
た
っ
て
、

元
々
の
撰
集
の
部
立
に
準
じ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

仮
に
、
そ
の
区
分
（
部
立
）
を
想
定
し
述
べ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
（
『
新
撰
月
百
首
』
の
場
合
で
示
す
）
。

　
春
1
0
1
～
0
6
　
　
夏
1
0
7
～
1
8
　
　
秋
1
1
9
～
5
2
　
　
冬
1
5
4
～
6
1
　
　
恋
1
6
2
～
7
2
　
　
雑
1
7
3
～
㎜
　
　
　
　
※
5
3
を
仮
に
除
く

こ
う
し
た
部
立
を
想
定
し
て
み
た
と
き
、
勿
論
、
多
少
の
「
矛
盾
」
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
、
例
え
ば
歌
番
号
4
8
・
9
4
に
注
目
し
た
い
。

一
七

千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立



千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

一
八

48
ﾍ
千
載
集
巻
十
九
釈
教
歌
一
二
七
四
番
の
俊
成
の
歌
で
あ
る
。
『
新
撰
月
百
首
』
で
は
「
秋
」
歌
と
想
定
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
変
更
は
歌
登
「
秋
の
よ

の
月
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
す
る
故
の
も
の
で
あ
る
。
9
4
は
玉
葉
集
紺
碧
秋
歌
下
六
六
八
の
歌
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
元
々
の
歌
集
の
部
立
で
は
な
く
、
仮
に

云
う
「
雑
」
部
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
更
も
、
ひ
と
え
に
歌
こ
と
ば
「
石
上
ふ
る
」
に
着
目
し
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
「
石
上
」
は
「
ふ
る
」

を
導
く
枕
詞
で
あ
る
が
、
ど
う
や
ら
千
蔭
は
こ
の
歌
を
、
歌
枕
で
あ
る
石
上
寺
と
の
連
想
か
ら
か
、
部
立
で
い
う
「
神
祇
」
歌
と
捉
え
て
い
た
よ
う
に
思
え

る
の
で
あ
る
。
他
に
も
4
7
・
5
0
・
5
2
・
5
6
・
5
7
な
ど
の
歌
が
、
背
中
の
言
葉
か
ら
元
々
の
部
立
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

元
々
の
廿
一
代
集
の
部
立
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
千
蔭
な
り
に
変
更
を
加
え
て
「
部
立
」
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
想
定
し
た
部
立
は
、
『
新
撰
月
百
首
』
と
『
厚
塗
詠
』
で
の
歌
配
列
の
異
同
、
所
収
歌
の
相
違
に
お
い
て
も
、
変
更
が
加
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

よ
り
『
月
百
詠
』
の
方
が
「
部
立
」
の
明
確
化
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
概
に
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
例
え
ば
、
先
の
区
分
に
入
れ
て
い
な
い
5
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
場
合
、
新
古
今
和
歌
集
巻
十
覇
旅
心
に
属
す
る
も
の
が
、
『
新
撰
月
百
首
』
で
は
「
秋
・
冬
」
の
部
立
の
境
界
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
『
月
百
詠
』

で
は
7
9
の
前
、
先
に
云
う
「
雑
」
部
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
9
5
、
『
新
撰
月
百
首
』
で
は
「
雑
」
部
に
属
し
て
い
た
歌
は
、
『
月
雪
詠
』
で

は
3
0
と
3
1
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
秋
歌
下
」
と
い
う
、
本
来
の
部
立
に
見
合
っ
た
位
置
へ
の
移
動
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
他
に
も
1
1
・
2
6
の
歌
が

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
『
新
撰
月
百
首
』
に
て
元
々
の
撰
集
の
部
立
と
、
違
っ
た
位
置
に
配
さ
れ
て
い
た
歌
で
あ
る
。

　
逆
に
『
月
百
世
』
で
新
た
に
加
わ
っ
た
歌
の
場
合
は
ど
う
か
。
全
部
で
八
首
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
六
首
が
適
切
な
位
置
へ
と
配
さ
れ
て
い
る
。

元
々
の
部
立
と
違
う
位
置
に
配
さ
れ
た
の
は
二
首
、
先
の
一
覧
の
㈲
㈲
で
あ
る
。
㈲
は
元
々
「
雑
春
」
と
い
う
部
立
で
あ
っ
た
が
、
歌
謡
の
「
秋
の
よ
の
つ

き
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
か
、
「
秋
」
に
配
さ
れ
て
い
る
。
⑨
も
「
雑
上
」
か
ら
「
恋
」
へ
と
い
う
配
置
替
え
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
歌
の
中
の
「
め
ぐ
り
あ

ふ
ま
で
」
と
い
う
詞
に
ひ
か
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
理
由
づ
け
の
可
能
な
変
更
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
思
う
時
、
『
月
高
詠
』
で
は
、
『
新

撰
月
百
首
』
に
比
し
て
、
あ
る
意
味
で
よ
り
正
し
い
「
部
立
」
を
示
そ
う
、
内
容
に
見
合
っ
た
「
部
立
」
に
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。
勿
論
、
1
4
・
4
9
な
ど
の
よ
う
に
、
元
々
な
ぜ
そ
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
理
由
付
け
し
に
く
い
場
合
も
あ
る
し
、
0
2
と
0
3
・
9
4
と
9
7
な

ど
の
位
置
変
更
の
よ
う
に
、
書
写
段
階
に
お
け
る
目
移
り
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
異
同
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
　
ク
ト
ル

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
き
、
『
新
撰
月
百
首
』
と
『
月
極
詠
』
の
先
後
関
係
は
、
『
新
撰
月
百
首
』
か
ら
『
月
百
詠
』
へ
と
い
う
方
向
性
し
か
有
り
得
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ず
、
逆
は
想
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
新
撰
月
百
首
』
は
、
『
月
百
詠
』
作
成
段
階
の
資
料
と
、
述
斎
と
の
や
り
と
り
の
な
か
で
送
ら
れ
て
き
た

書
簡
と
を
併
せ
持
っ
た
備
忘
録
、
手
控
え
と
い
う
位
置
付
け
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
改
編
・
整
備
過
程
の
中
で
、
『
月
百
詠
』
で
は
9
7
・
9
4
・
9
2
・

9
8
・
…
…
・
9
9
と
い
う
一
群
を
、
一
纏
と
し
て
「
神
祇
・
賀
」
関
連
の
小
グ
ル
ー
プ
に
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
編
集
過
程
に
お
け
る
改
編
、
と
り
わ
け
収
録
歌
の
大
幅
な
変
更
は
有
り
得
る
こ
と
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
田
中
康
二
氏
は
、
村
田

春
海
の
『
琴
後
集
』
と
寛
政
十
二
年
成
立
春
海
自
撰
『
百
首
和
歌
』
と
を
と
り
あ
げ
、
『
百
首
和
歌
』
所
収
歌
中
、
九
首
も
の
自
撰
歌
が
『
琴
後
集
』
に
採

録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
根
拠
と
し
、
『
百
首
和
歌
』
は
『
琴
後
塵
』
の
撰
集
資
料
と
し
て
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
春
海
自
撰
歌
群
す
ら
撰
集
資
料

と
な
ら
な
か
っ
た
『
琴
後
集
』
を
非
常
に
不
備
な
歌
集
と
位
置
付
け
て
お
ら
れ
る
（
「
『
琴
後
集
』
撰
集
孜
」
『
近
世
文
芸
』
五
九
）
。
『
窯
業
集
』
成
立
期
と

寛
政
十
二
年
と
い
う
時
間
差
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
今
回
の
考
察
例
に
み
る
よ
う
に
、
撰
者
の
、
編
集
過
程
に
お
け
る
意
識
の
変
化
も
存
在
す
る
は
ず
で
あ

る
。
こ
う
し
た
撰
集
に
あ
た
っ
て
の
資
料
な
ど
は
、
形
成
さ
れ
た
途
端
、
「
固
定
」
化
さ
れ
る
存
在
な
の
で
は
な
い
。
『
新
撰
月
百
首
』
で
も
、
実
際
に
林
大

学
頭
に
贈
っ
た
も
の
と
違
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
「
変
化
」
は
、
何
も
自
分
の
歌
、
他
者
の
歌
に
限
ら
ず
、
常
に
想
定
さ
れ
得
る
状

況
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

　
『
甲
子
夜
話
』
所
収
、
静
山
宛
年
次
未
詳
魚
心
日
付
書
腰
の
中
で
い
み
じ
く
も
銑
は
述
べ
て
い
る
、
「
い
か
に
も
両
人
銘
々
見
所
か
は
り
候
も
面
白
く
御

坐
候
」
と
。
こ
こ
に
は
確
か
に
千
蔭
の
「
見
所
」
へ
の
興
昧
が
、
あ
る
。
加
え
て
、
写
本
と
い
う
形
で
書
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
一
概
に
千
蔭
の
、

「
風
早
家
之
好
之
由
ゆ
ゑ
模
造
い
た
さ
せ
」
る
ほ
ど
の
「
書
」
と
し
て
の
著
名
さ
ゆ
え
の
享
受
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
意
味
し
よ
う
。
歌
人
と
し
て
の

千
蔭
が
い
か
な
る
歌
を
選
択
す
る
か
　
　
ま
さ
に
こ
れ
は
千
蔭
の
撰
歌
意
識
へ
の
興
味
、
つ
ま
り
如
何
な
る
歌
を
千
蔭
は
良
し
と
す
る
か
へ
の
興
味
、
に
他

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
『
新
撰
月
百
首
』
の
撰
歌
傾
向
に
つ
い
て
は
古
今
調
と
新
古
今
集
が
抜
き
ん
で
て
多
い
。
従
来
の
研
究
成
果
は
、
兎
角
そ
の
自
詠
歌

か
ら
そ
の
特
徴
を
探
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
（
例
　
辻
森
秀
英
「
江
戸
派
歌
風
の
系
譜
」
『
和
歌
文
学
研
究
三
六
』
昭
和
五
二
・
三
）
、
撰
集
に
お
い
て
も
、
そ

の
選
歌
傾
向
か
ら
特
徴
を
み
る
こ
と
も
可
能
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

一
九



千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

二
〇

【
附
・
資
料
翻
刻
】

　
　
　
・
虫
損
に
よ
り
判
読
不
能
の
場
合
、
国
会
図
書
館
蔵
『
千
蔭
筆
叢
』
に
よ
り
校
合
し
、
〔
〕
で
括
り
記
し
た
。

　
　
　
・
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
歌
番
号
、
お
よ
び
（
）
内
に
示
し
た
巻
・
部
立
・
新
編
国
歌
大
観
番
号
・
作
者
名
は
山
本
が
付
し
た
。

　
　
　
　
誤
り
の
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
も
付
記
し
た
。

　
　
　
・
原
本
で
は
、
撰
集
名
が
歌
句
冒
頭
右
傍
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
頭
に
配
置
し
た
。

　
　
　
・
本
文
中
、
見
セ
消
チ
な
ど
に
よ
り
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
場
合
、
訂
正
後
の
本
文
を
記
し
、
後
注
で
確
認
を
加
え
た
。

　
　
　
・
朱
で
記
さ
れ
た
箇
所
は
、
後
注
で
指
示
し
た
。

　
　
　
・
百
首
歌
の
翻
刻
な
ら
び
に
そ
の
調
査
に
際
し
、
本
学
助
手
川
崎
協
子
氏
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　
　
・
『
新
撰
月
百
首
」
の
調
査
・
翻
刻
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
相
愛
大
学
・
相
愛
女
子
短
期
大
学
附
属
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

ま
た
撰
集
名
が
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

新
撰
月
百
首
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新金古後押玉続新同後
古葉今撰　葉古古　撰

春
霞
た
な
引
に
け
り
久
か
た
の
月
の
桂
も
花
や
さ
く
ら
ん

あ
た
ら
よ
の
月
と
花
と
を
お
な
し
く
は
心
し
れ
ら
ん
ひ
〔
と
〕
に
み
せ
は
や

照
も
せ
す
く
も
り
も
は
て
ぬ
春
の
よ
の
朧
月
よ
に
〔
し
〕
く
物
そ
な
き

春
の
よ
の
霞
の
間
よ
り
山
の
は
を
ほ
の
か
に
み
せ
て
出
る
月
か
げ

山
の
は
・
そ
こ
と
も
わ
か
ぬ
夕
く
れ
に
霞
を
出
る
春
の
よ
の
つ
き

う
ち
わ
た
す
う
ち
の
渡
り
の
よ
ふ
か
き
に
河
音
す
み
て
月
そ
か
す
め
る

天
河
水
ま
さ
る
ら
し
夏
の
よ
は
な
か
る
・
月
の
よ
と
む
〔
ま
〕
も
な
し

夏
の
よ
は
ま
た
楽
な
か
ら
あ
け
ぬ
る
を
雲
の
い
っ
こ
に
月
や
と
る
ら
ん

夏
の
よ
の
庭
に
ふ
り
し
く
白
雪
は
月
の
入
こ
そ
き
ゆ
る
な
り
け
れ

庭
の
お
も
は
ま
た
か
わ
か
ぬ
に
夕
立
の
空
さ
り
け
な
く
澄
る
月
か
な

　
　
（
巻
一
春
上
一
八

　
（
巻
三
春
下
一
〇
三

（
巻
一
春
歌
上
五
五

（
続
拾
遺
笹
下
春
歌
下
一
二
九

　
　
（
巻
一
春
歌
上
一
二
【

　
　
　
（
巻
二
春
歌
専
一
二
二

　
　
　
　
　
（
巻
雪
景
二
一
〇

（
巻
一
二
夏
歌
心
⊥
ハ
⊥
ハ

（
巻
二
障
部
一
四
一

（
巻
三
夏
歌
二
六
七

　
　
　
　
紀
貫
之
）

　
　
　
　
源
信
明
）

　
　
　
大
江
千
里
）

　
前
大
納
言
為
氏
）

中
務
卿
宗
尊
親
王
）

　
前
大
納
言
為
兼
）

　
よ
み
人
し
ら
ず
）

　
　
清
原
深
養
父
）

　
　
神
祇
伯
顕
仲
）

　
　
従
三
位
頼
政
）



30　29　28　27　26　25　24　23　22　21　20　19　18　17　16　15　14　13　12　11

新
勅

続
古

年
後
三

新
勅

後
壁
土

器
古

続
後
撰

千
載

古
今

上平後
撰

拾
遺

千
載

し
つ
る
よ
り
く
も
ら
ぬ
影
を
み
か
は
水
う
つ
〔
す
〕
も
清
き
夏
の
よ
の
月

山
興
す
そ
の
・
原
の
草
枕
む
す
ふ
ほ
と
な
く
月
そ
か
た
ふ
く

夕
立
の
ま
た
晴
や
ら
ぬ
雲
間
よ
り
同
し
空
と
も
み
え
ぬ
月
か
な

久
か
た
の
月
の
か
つ
ら
も
秋
く
れ
は
も
み
ち
す
れ
は
や
て
り
ま
さ
る
ら
ん

白
雲
に
羽
打
か
は
し
と
ふ
雁
の
か
す
さ
へ
み
ゆ
る
秋
の
よ
の
つ
き

秋
の
よ
の
月
の
光
し
あ
か
け
れ
ば
く
ら
ふ
の
山
も
こ
〔
え
〕
ぬ
へ
ら
な
り

秋
の
海
に
う
つ
れ
る
月
を
立
か
へ
り
波
は
あ
ら
へ
と
い
う
〔
も
〕
か
は
ら
す

天
川
し
か
ら
み
か
け
て
と
・
め
な
ん
あ
か
す
な
か
る
・
月
や
よ
と
む
と

水
の
お
も
に
て
る
月
な
み
を
か
そ
ふ
れ
は
こ
よ
ひ
そ
秋
の
〔
も
〕
中
也
け
る

い
っ
こ
に
か
こ
よ
ひ
の
月
の
み
え
さ
ら
ん
あ
か
ぬ
は
人
の
心
也
け
り

こ
ぬ
人
を
し
た
に
ま
ち
つ
・
久
か
た
の
月
を
あ
は
れ
と
い
は
ぬ
よ
そ
な
き

よ
〔
く
と
〕
も
に
く
も
ら
ぬ
雲
の
上
な
れ
は
お
も
ふ
事
な
く
月
を
〔
み
る
〕
か
な

玉
よ
す
る
浦
わ
の
風
に
空
は
れ
て
光
を
か
は
す
秋
の
よ
の
窪

石
は
し
る
水
の
白
玉
営
み
え
て
清
瀧
河
に
す
め
る
月
か
げ

詠
わ
ひ
ぬ
秋
よ
〔
り
〕
外
の
宿
も
か
な
野
に
も
山
に
も
月
や
す
む
ら
ん

よ
も
す
が
ら
や
と
る
清
水
の
涼
し
さ
に
月
も
夏
を
や
よ
そ
に
み
る
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
秋
歌
上
一
八
五
　
　
正
三
位
村
家
）

手
に
む
す
ふ
板
井
の
清
水
そ
こ
み
え
て
影
も
に
ご
ら
ぬ
夏
の
よ
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
夏
歌
二
六
二
　
　
入
道
前
太
政
大
臣
）

夏
島
の
玉
江
の
あ
し
〔
の
〕
み
し
か
よ
に
〔
み
〕
る
空
も
な
き
月
の
か
け
か
な
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
夏
思
想
二
四
　
　
忠
房
親
王
）

わ
す
れ
て
は
秋
と
か
お
も
〔
ふ
〕
か
た
〔
を
か
〕
の
〔
な
ら
〕
の
は
〔
分
て
〕
い
つ
る
月
か
げ
　
　
（
巻
十
六
雑
一
〇
六
五
　
藤
原
親
康
）

夏
の
よ
の
月
は
ほ
と
〔
な
〕
く
〔
入
〕
ぬ
と
も
や
と
れ
る
水
〔
に
〕
影
を
と
め
な
ん
　
　
　
　
（
巻
三
夏
二
二
二
　
　
土
御
門
右
大
臣
）

、

（
千
載
巻
四
秋
歌
上
二
八
四

　
　
　
（
巻
三
夏
三
〇
九
　
　
後
山
階
前
内
大
臣
）

（
巻
十
九
鰯
早
歌
＝
二
〇
四
　
　
権
中
納
言
顕
朝
）

　
　
　
　
　
　
（
巻
三
夏
二
一
七
　
　
俊
恵
法
師
）

　
　
　
　
（
巻
四
秋
歌
上
一
九
四
　
　
壬
生
忠
零
）

　
　
（
巻
四
秋
歌
上
一
九
一
　
　
よ
み
即
し
ら
ず
）

　
　
　
　
（
巻
四
秋
歌
上
一
九
五
　
　
在
原
元
方
）

　
　
　
　
（
巻
六
区
中
三
二
二
　
　
清
原
深
養
父
）

　
（
後
撰
巻
翌
秋
中
三
二
九
　
　
よ
み
人
し
ら
ず
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
秋
一
一
五
　
　
源
順
）

　
　
　
（
拾
遺
巻
三
秋
一
七
六
　
　
凡
河
内
躬
恒
）

　
　
（
拾
遺
巻
十
八
雑
歌
＝
九
五
　
　
紀
貫
之
）

　
　
　
（
金
葉
巻
三
秋
部
二
一
〇
　
　
藤
原
定
家
）

　
　
　
（
巻
雲
秋
歌
上
二
八
二
　
　
崇
中
院
御
製
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）

　
（
新
古
巻
四
秋
歌
上
三
八
○
　
　
式
子
内
親
王
）
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50　49　48　47　46　45　44　43　42　41　40　39　38　37　36　35　34　33　32　31

風新同千新新新新風続同続同筆続続続　新
雅古　載墨型拾千雅後　千　 葉拾古後　勅
　　　　古墨　　　撰　　　　遺今撰

千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

さ
む
し
ろ
や
ま
つ
よ
の
秋
の
風
ふ
け
て
月
を
か
た
し
く
う
〔
ぢ
〕
の
橋
姫

天
つ
空
う
き
雲
は
ら
ふ
秋
風
に
く
ま
な
く
す
め
る
よ
は
の
月
か
な

袖
の
う
へ
に
露
お
き
そ
め
し
夕
へ
よ
り
な
れ
て
い
く
よ
の
秋
の
よ
の
月

月
清
み
都
の
秋
を
み
わ
た
せ
ば
千
里
に
し
け
る
氷
な
り
け
り

さ
し
の
ぼ
る
み
な
の
湊
の
ゆ
ふ
し
ほ
に
光
み
ち
た
〔
る
〕
秋
の
よ
の
月

清
み
か
た
馴
す
む
よ
は
の
村
雲
は
ふ
し
の
高
ね
の
け
ふ
り
也
け
り

月
さ
ゆ
る
あ
か
し
の
せ
と
に
風
ふ
け
は
氷
の
う
へ
に
た
・
む
し
ら
な
み

秋
の
よ
も
わ
か
よ
も
い
た
く
更
ぬ
れ
は
か
た
ふ
く
月
を
よ
そ
に
や
は
み
る

更
ゆ
け
は
松
風
さ
む
し
大
と
も
の
み
つ
の
と
ま
り
の
秋
の
よ
の
月

さ
・
な
み
や
ひ
ら
の
山
風
さ
よ
ふ
け
て
月
か
げ
さ
む
し
し
か
の
か
ら
崎

更
行
は
ま
き
の
を
山
に
霧
は
れ
て
月
か
げ
き
よ
し
う
ち
の
川
浪

ほ
と
も
な
く
松
よ
り
上
に
成
に
け
り
木
の
ま
も
〔
り
〕
つ
る
夕
く
れ
の
誘

い
く
と
せ
か
千
々
に
物
思
ふ
秋
を
へ
て
月
に
涙
の
〔
数
〕
つ
も
る
ら
む

み
ぬ
〔
よ
〕
ま
て
心
に
う
か
ふ
秋
の
よ
の
月
や
む
か
し
の
鏡
な
る
ら
ん

雲
消
〔
ゆ
る
〕
ち
さ
と
の
ほ
か
の
空
さ
え
て
月
よ
り
〔
う
〕
つ
む
秋
の
し
ら
雲

く
も
り
な
き
月
も
ま
〔
す
〕
み
の
鏡
山
名
〔
に
〕
あ
ら
〔
は
〕

何
と
な
く
な
か
む
る
袖
の
か
わ
か
ぬ
は
月
の
か
つ
ら
の
霧
や
お
く
ら
ん

き
ふ
ね
川
上
ち
る
せ
・
の
岩
波
に
氷
を
く
た
く
秋
の
よ
の
月

石
川
や
せ
み
の
を
川
の
き
よ
け
れ
ば
月
も
な
か
れ
を
尋
〔
て
〕
そ
す
む

な
け
く
と
て
袖
の
露
を
は
た
れ
か
と
ふ
お
も
へ
は
う
れ
し
秋
の
よ
の
月

　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
秋
歌
上
三
五
罷

れ
て
み
ゆ
る
よ
は
哉

（
巻
十
九
釈
教
歌
一
二
七
四

二
二

　
　
（
千
載
巻
四
秋
歌
上
四
二
〇
　
　
藤
原
定
家
）

　
（
巻
四
秋
歌
上
二
五
三
　
　
大
炊
御
門
右
大
臣
）

　
　
（
新
勅
巻
四
秋
歌
上
二
六
五
　
　
藤
原
頼
氏
）

　
（
巻
六
秋
歌
中
三
三
一
　
　
皇
太
后
大
夫
俊
成
）

　
（
巻
四
秋
歌
上
四
〇
五
　
　
入
道
前
太
政
大
臣
）

　
　
　
　
（
巻
斗
秋
歌
下
三
一
一
　
　
登
蓮
法
師
）

　
　
　
　
（
巻
五
秋
歌
下
六
五
七
　
　
西
行
法
師
）

　
　
　
（
巻
五
秋
歌
下
下
〇
三
　
　
従
三
位
頼
政
）

　
（
巻
五
秋
歌
下
機
九
三
　
　
中
務
卿
宗
尊
親
王
）

　
　
　
（
巻
五
秋
歌
下
五
一
〇
　
　
鎌
倉
右
大
臣
）

　
　
　
　
（
巻
五
秋
歌
下
三
三
八
　
　
永
福
門
院
）

　
　
　
　
　
（
巻
六
秋
歌
中
　
　
前
大
納
言
尊
氏
）

　
　
　
　
　
（
巻
四
秋
歌
上
四
二
二
　
　
源
兼
氏
）

　
　
（
巻
四
秋
歌
上
四
〇
八
　
　
大
納
言
顕
実
母
）

　
　
　
　
　
　
　
　
後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣
）

　
（
巻
四
秋
歌
上
四
六
〇
　
山
階
入
道
前
左
大
臣
）

　
　
（
巻
十
六
雑
歌
上
一
〇
＝
二
　
　
藤
原
親
盛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）

　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
九
神
祇
歌
　
　
鴨
長
明
）

（
巻
十
五
雑
歌
上
一
五
七
七
　
　
土
御
門
院
御
製
）
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70　69　68　67　66　65　64　63　62　61　60　59　58　57　56　55　54　53　52　51

新新　新新
拾千　古千

拾古型同新同四千新鋼新新後
遺今　　古　拾載古土古拾撰

い
っ
と
て
も
月
み
ぬ
秋
は
な
き
も
の
を
わ
き
て
こ
よ
ひ
〔
の
〕
め
つ
ら
し
き
勢

い
せ
し
ま
や
月
に
折
敷
濱
荻
の
か
り
ね
も
さ
む
し
秋
の
画
風

わ
す
れ
し
と
契
て
出
し
面
か
け
は
み
ゆ
ら
ん
物
を
ふ
る
さ
と
の
月

さ
ゆ
る
よ
も
よ
と
ま
ぬ
水
の
早
せ
河
こ
ほ
る
は
月
の
光
な
り
け
り

な
か
め
つ
・
い
く
た
ひ
袖
に
く
も
る
ら
ん
時
雨
に
ふ
く
る
有
明
の
月

霜
冴
る
庭
の
木
の
は
を
ふ
み
分
て
月
は
み
る
や
と
〔
と
〕
ふ
人
も
か
な

い
た
つ
ら
に
こ
と
し
も
く
れ
ぬ
と
の
へ
も
る
袖
の
氷
に
月
〔
を
か
さ
ね
〕
て

ま
の
・
う
ら
や
入
海
寒
き
冬
か
れ
の
を
花
の
浪
に
氷
る
月
か
げ

吹
は
ら
ふ
嵐
の
後
の
高
ね
よ
り
木
の
は
く
も
ら
ぬ
月
や
い
つ
ら
ん

冬
枯
の
森
の
く
ち
は
の
霜
の
上
に
落
た
る
月
の
か
け
の
寒
け
さ

霜
こ
ほ
る
袖
に
も
影
は
残
り
け
り
露
よ
り
な
れ
し
有
明
の
月

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
〔
か
〕
し
の
春
な
ら
ぬ
わ
か
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

こ
ひ
し
き
は
お
な
し
心
に
あ
ら
す
と
も
こ
よ
ひ
の
月
を
〔
工
み
〕
さ
ら
め
や

こ
よ
ひ
君
い
か
な
る
里
の
月
を
み
て
み
や
こ
に
た
れ
を
お
も
ひ
い
つ
ら
ん

月
か
げ
に
わ
か
身
を
か
ふ
る
物
な
ら
は
つ
れ
な
き
人
〔
も
〕
あ
は
れ
と
や
み
ん

せ
き
わ
ふ
る
泪
を
た
に
も
も
ら
さ
す
は
い
く
よ
も
や
と
れ
袖
の
月
か
げ

わ
く
ら
は
に
待
つ
る
よ
ひ
も
更
に
け
り
さ
や
は
ち
き
り
し
山
の
は
の
月

松
山
と
ち
き
り
し
人
は
つ
れ
な
く
て
袖
こ
す
浪
に
の
こ
る
月
か
げ

も
ら
す
な
よ
霧
の
よ
す
か
の
袖
の
月
草
は
の
外
に
や
と
り
あ
り
と
は

今
よ
ひ
又
空
し
き
袖
に
更
ぬ
と
は
な
み
た
に
や
と
る
月
そ
し
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
（
巻
六
秋
中
三
二
五
　
　
藤
原
雅
正
）

　
　
　
　
　
（
巻
九
重
旅
歌
八
四
二
　
　
法
眼
源
承
）

　
　
　
（
巻
十
覇
旅
歌
九
四
一
　
　
摂
政
太
政
大
臣
）

　
　
　
　
（
巻
六
下
歌
四
＝
二
　
　
権
大
納
言
長
雅
）

　
　
　
　
　
　
（
巻
六
冬
歌
聖
九
五
　
　
藤
原
家
隆
）

　
　
　
（
巻
十
六
雑
歌
上
一
〇
〇
九
　
　
円
位
法
師
）

　
　
　
　
　
（
巻
国
管
春
歌
四
六
三
　
　
如
願
法
師
）

　
　
　
　
（
巻
丁
々
歌
六
二
八
　
　
前
大
僧
正
実
超
）

　
　
　
　
（
巻
六
田
歌
五
九
三
　
　
山
子
門
院
丹
後
）

　
　
　
　
　
　
（
巻
六
準
歌
六
〇
七
　
　
藤
原
清
輔
）

　
　
　
　
（
巻
六
冬
理
髪
九
四
　
　
右
衛
門
上
通
具
）

　
　
　
（
巻
十
四
恋
歌
四
・
七
四
七
　
　
在
原
業
平
）

　
　
　
　
　
（
巻
十
三
恋
三
・
七
八
七
　
　
源
信
明
）

　
　
（
拾
遺
巻
十
三
恋
三
・
七
九
二
　
　
中
宮
内
侍
）

　
　
（
古
今
巻
十
二
恋
二
・
六
〇
二
　
　
壬
生
忠
滲
）

　
（
巻
十
一
恋
歌
一
・
一
一
四
一
　
　
従
三
位
経
有
）

（
巻
十
四
恋
歌
四
・
一
二
八
二
　
　
摂
政
太
政
大
臣
）

（
新
古
巻
十
四
恋
歌
四
・
一
二
八
四
　
　
藤
原
定
家
）

　
　
（
巻
十
一
恋
歌
三
・
一
＝
二
九
　
　
法
印
浄
弁
）

（
巻
十
三
恋
歌
三
・
一
一
五
〇
　
　
前
中
納
言
判
定
）
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90　89　88　87　86　85　84　83　82　81　80　79　78　77　76　75　74　73　72　71

千新千旦
　勅載勅 旨玉詞後立〃〃〃〃同古金新

中葉花撰古　　　　　今葉後
　　　　　　　　　　　　撰

千
蔭
「
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

独
寝
の
床
に
な
れ
に
し
月
か
げ
を
諸
と
も
に
み
る
よ
は
も
裁
け
り

い
〔
と
〕
・
し
く
悌
に
た
つ
こ
よ
ひ
哉
月
を
み
よ
と
も
契
さ
り
し
に

我
心
な
く
さ
め
か
ね
〔
つ
〕
さ
ら
し
な
や
お
は
捨
山
に
て
る
月
を
み
て

大
か
た
は
月
を
も
め
て
し
是
そ
此
つ
も
れ
は
人
の
〔
お
い
〕
と
な
〔
る
〕
も
の

ふ
た
つ
な
き
物
と
お
も
ひ
し
を
水
底
に
山
の
は
な
ら
て
出
る
月
か
げ

天
川
雲
の
み
を
に
〔
て
〕
早
け
れ
ば
光
と
・
め
す
月
そ
〔
な
か
〕
る
・

月
よ
・
し
ょ
・
し
と
人
に
つ
け
や
ら
は
こ
て
ふ
に
＼
た
り
ま
た
す
し
も
あ
ら
す

天
の
原
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
か
す
か
な
る
み
か
さ
の
山
に
出
し
月
か
も

月
こ
と
に
な
か
る
と
お
も
ひ
し
ま
す
鏡
西
の
空
に
も
と
ま
ら
さ
り
け
り

い
っ
と
て
も
か
は
ら
ぬ
秋
の
月
み
れ
は
た
・
い
に
し
へ
の
空
そ
こ
ひ
し
き

な
に
は
江
の
あ
し
間
に
や
と
る
月
み
れ
は
わ
か
身
ひ
と
つ
も
し
つ
ま
さ
り
け
り

よ
の
中
の
う
き
を
も
し
ら
す
す
む
月
の
影
は
わ
か
身
の
建
ち
こ
そ
す
れ

す
む
と
て
も
た
の
み
な
き
よ
を
お
も
へ
と
や
雲
か
く
れ
ぬ
る
有
明
の
月

世
に
ふ
る
に
物
お
も
ふ
と
し
も
な
け
れ
と
も
月
に
い
く
た
ひ
な
か
め
し
つ
ら
ん

お
も
ふ
事
有
と
は
な
し
に
久
か
た
の
月
よ
と
な
れ
は
ね
ら
れ
さ
り
け
り

あ
り
明
の
月
の
光
を
待
ほ
と
に
わ
か
よ
の
い
た
く
更
に
け
る
か
な

お
も
ひ
出
て
昔
を
し
の
ふ
袖
の
上
に
あ
り
し
に
あ
ら
ぬ
〔
月
そ
〕
や
と
れ
る

も
ろ
と
も
に
重
し
人
い
か
に
成
に
け
ん
月
は
昔
に
か
は
ら
さ
り
け
り

松
の
戸
を
お
し
明
か
た
の
山
風
に
雲
も
か
・
ら
ぬ
月
〔
を
〕
み
る
か
な

住
わ
ひ
て
身
を
隠
す
へ
き
山
さ
と
に
あ
ま
り
く
ま
な
き
よ
は
の
月
塞

二
四

（
巻
十
三
恋
歌
三
・
一
〇
〇
七
　
　
前
大
納
言
経
任
）

　
　
　
　
　
　
　
（
巻
八
恋
部
下
四
二
四
　
内
大
臣
）

　
　
（
巻
十
七
雑
歌
上
八
七
八
　
　
よ
み
見
し
ら
ず
）

　
　
　
　
（
巻
十
七
雑
歌
上
八
七
九
　
　
在
原
業
平
）

　
　
　
　
　
（
巻
十
七
雑
歌
上
八
八
一
　
　
紀
貫
之
）

　
　
（
巻
十
七
雑
歌
上
八
八
二
　
　
よ
み
人
し
ら
ず
）

　
（
巻
十
四
恋
歌
四
・
六
九
二
　
　
よ
み
人
し
ら
ず
）

　
　
　
　
　
（
巻
八
覇
旅
宿
四
〇
六
　
　
安
倍
仲
麿
）

　
　
　
　
　
（
巻
十
八
雑
歌
下
　
　
菅
贈
太
政
大
臣
）

　
　
　
　
（
巻
十
五
雑
一
・
八
五
三
　
　
藤
原
実
綱
）

　
　
　
　
（
国
益
雑
面
三
四
七
　
　
左
京
大
夫
顕
輔
）

　
　
（
巻
十
八
雑
歌
五
・
二
四
九
四
　
　
西
行
法
師
）

　
　
（
巻
十
七
雑
歌
下
一
九
九
一
　
　
正
三
四
季
経
）

（
拾
遺
抄
巻
十
雑
曲
四
九
七
　
　
中
務
卿
具
平
親
王
）

　
　
　
　
（
拾
遺
抄
巻
十
穿
下
四
九
八
　
　
紀
貫
之
）

　
　
　
　
（
巻
十
雑
下
五
〇
一
　
　
蔵
人
藤
原
仲
父
）

　
（
巻
十
六
雑
歌
一
・
一
〇
七
七
　
　
鎌
倉
右
大
臣
）

　
　
　
　
（
巻
十
六
雑
歌
上
九
九
五
　
　
登
蓮
法
師
）

　
　
　
　
（
巻
四
秋
歌
上
二
六
七
　
　
正
三
位
家
隆
）

（
巻
十
六
雑
歌
上
九
八
八
　
　
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
）
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新
古

拾
遺

玉
葉

続
後
下

新
古

続
古

新
拾

新
製

続
拾

ふ
る
さ
と
の
宿
か
る
月
に
こ
と
・
は
ん
わ
れ
を
は
し
る
や
昔
住
き
と

久
か
た
の
月
の
か
つ
ら
の
男
山
さ
や
け
き
影
は
所
か
ら
か
も

水
底
に
や
と
る
月
た
に
う
か
へ
る
を
し
つ
む
や
何
の
〔
み
く
〕
つ
な
る
ら
ん

石
上
ふ
る
の
高
橋
よ
・
か
け
て
月
も
い
く
よ
か
澄
わ
た
る
ら
ん

水
や
空
そ
ら
や
水
と
も
み
え
わ
か
す
か
よ
ひ
て
す
め
る
秋
の
よ
の
月

住
人
も
有
か
無
か
の
宿
な
ら
し
芦
間
の
月
の
も
る
に
ま
か
せ
て

池
水
に
い
は
ほ
と
な
ら
ん
さ
・
れ
石
の
数
も
あ
ら
は
に
す
め
る
〔
月
〕
か
け

く
も
り
な
き
君
か
や
ち
よ
を
て
ら
す
ら
し
神
路
の
山
に
出
る
月
影

よ
も
の
海
風
し
っ
か
な
る
波
の
上
に
く
も
り
な
き
よ
の
月
を
み
る
哉

君
か
住
下
し
雲
み
の
月
な
れ
は
空
に
か
は
ら
ぬ
万
よ
の
か
け

　
　
　
（
巻
十
六
雑
歌
上
一
五
五
一
　
　
寂
超
法
師
）

　
　
　
（
続
古
巻
七
神
祇
歌
七
〇
〇
　
　
卜
部
兼
直
）

　
　
　
　
　
（
巻
八
下
上
四
四
一
　
　
左
大
将
時
時
）

　
　
　
（
巻
五
秋
歌
下
六
六
八
　
　
右
兵
衛
督
雅
孝
）

（
新
後
拾
巻
五
平
南
下
三
七
二
　
　
よ
み
継
し
ら
ず
）

　
　
（
巻
十
六
雑
歌
上
一
五
三
〇
　
　
大
納
言
経
信
）

　
　
　
　
（
巻
二
十
賀
歌
一
八
七
七
　
　
参
議
雅
経
）

　
　
　
（
巻
十
六
神
祇
歌
＝
二
八
九
　
　
達
智
門
院
）

（
続
後
下
巻
二
十
早
歌
＝
二
六
一
後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣
）

　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
重
歌
七
三
八
　
　
前
大
納
言
為
氏
）

こ
〔
は
〕
林
の
君
常
に
月
を
め
て
給
ふ
事
世
の
人
に
ご
〔
え
〕
給
ひ
て
月
に
む
か
ひ
て
か
ら
や
ま
と
の
歌
を
す
し
給
ふ
を
御
心
す
さ
ひ
と
な
し
た
ま

へ
り
す
へ
て
月
に
よ
れ
る
よ
き
歌
は
か
ら
う
た
〔
の
〕
お
よ
は
さ
る
も
あ
ま
た
あ
な
れ
ハ
古
今
集
よ
り
こ
な
た
廿
一
代
の
集
の
中
に
て
百
首
こ
と
さ

ら
に
え
り
出
て
み
つ
か
ら
書
て
よ
と
の
た
ま
ふ
ま
》
に
隅
田
河
の
ほ
と
り
に
し
は
し
う
つ
ろ
ひ
〔
す
〕
み
け
る
比
か
く
は
え
ら
ひ
出
て
書
て
ま
ゐ
ら

す
る
な
り
時
は
文
化
の
は
し
め
の
と
し
ゃ
よ
ひ
の
す
ゑ
つ
か
た
に
な
ん
導
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
の
翁
橘
千
蔭

　
歌
は
白
き
き
ぬ
を
し
き
し
の
形
に
し
て
撰
集
作
者
を
も
か
・
す
四
行
あ
る
は
五
行
に
な
ら
へ
陰
り
ち
ら
し
か
く
ハ
い
と
後
世
の
〔
こ
と
と
〕
み
ゆ

　
れ
は
也
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二
六

　
　
林
家
書
腰

向
寒
之
節
御
坐
候
所
愈
御
安
寧
珍
重
之
御
事
二
〔
御
〕
坐
候
然
者
先
達
而
ハ
白
月
御
詠
早
速
御
一
塁
被
益
千
万
恭
永
く
秘
埋
土
一
幅
二
備
蔵
申
候
籾

又
数
々
御
面
倒
な
か
ら
御
頼
申
度
胆
有
之
委
細
別
需
を
以
琴
笛
候
急
キ
思
事
ニ
ハ
〔
無
〕
之
候
間
来
春
へ
掛
ヶ
て
ゆ
る
り
と
被
成
下
候
様
存
候
是
迄

御
揮
漉
上
品
に
て
愛
玩
い
た
し
裏
罫
ほ
と
具
シ
候
も
の
も
無
遺
愛
労
希
薄
冬
田
御
座
候
何
分
御
許
下
被
下
度
存
候
草
々
以
上

　
　
十
一
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
頭

　
千
蔭
様

　
　
別
番

上
ハ
古
今
騒
人
墨
客
駆
通
賞
〔
勿
〕
論
組
唄
虜
野
子
笹
別
し
て
相
好
ミ
月
に
対
候
時
ハ
臆
記
之
詩
歌
吟
諦
を
娯
楽
之
一
と
い
〔
た
し
〕
候
都
而
月
に

渉
り
候
古
歌
之
秀
逸
な
る
ハ
詩
も
不
及
斗
〔
に
〕
覚
へ
候
も
多
く
御
座
候
然
三
景
然
古
歌
百
首
斗
選
出
し
置
申
度
望
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
エ

一
古
今
之
秀
逸
と
申
薄
金
も
蓋
然
た
る
事
二
〔
候
間
〕
廿
一
〔
代
〕
集
之
内
よ
り
選
択
至
要
可
然
哉
万
葉
之
短
歌
直
入
候
得
は
い
か
に
も
彼
詩
二
古

詩
之
交
り
候
難
解
候
間
除
き
候
方
哉
と
被
存
〔
候
〕
末
々
の
撰
集
ハ
高
見
ニ
手
心
ひ
詫
間
敷
哉
ニ
ハ
賢
愚
は
繊
巧
艶
麗
之
躰
も
難
弁
様
二
御
座
候
一

躰
月
夜
之
光
景
目
前
の
ま
・
申
叶
へ
候
は
申
迄
も
無
之
月
に
〔
よ
り
〕
情
懐
を
拝
へ
感
慨
を
発
候
歌
四
季
無
思
弁
か
・
は
ら
す
選
申
度
右
〔
御
〕
採

択
も
可
然
御
頼
申
候
事

一
続
を
必
需
形
に
裁
断
し
て
相
添
候
間
右
へ
御
〔
認
〕
可
被
下
見
旦
終
り
二
枚
斗
に
て
右
御
頼
之
主
意
さ
つ
と
竣
尾
〔
之
〕
御
一
首
も
希
度
候
事

一
別
書
嘗
胆
二
出
来
候
得
は
法
帖
之
如
く
仕
立
申
付
永
く
秘
蔵
い
た
し
候
存
念
二
御
座
候
数
多
キ
事
に
候
間
呉
々
も
御
釜
キ
無
之
御
気
向
宜
し
き

折
々
少
々
つ
・
も
御
強
奇
警
下
度
候
閑
散
親
御
身
分
に
も
候
得
者
却
而
歳
柳
春
初
杯
は
御
附
則
に
も
可
有
之
碧
い
つ
に
て
〔
も
御
〕
勝
手
よ
き
節
被

成
下
候
様
御
頼
申
候
事

色
雲
形
御
宇
被
下
候
は
・
裏
へ
一
直
ノ
小
札
張
付
馨
り
怪
死
希
存
悪
言
斗
に
て
題
井
野
作
者
姓
名
等
ニ
ハ
及
申
間
敷
や
夫
等
之
所
ハ
書
式
な
と
も
可

有
之
事
故
い
つ
れ
に
て
も
御
了
簡
次
第
被
成
被
下
度
候
事
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小
者
致
啓
達
候
兎
角
不
同
言
書
気
二
御
座
候
所
愈
御
安
寧
珍
重
之
御
事
二
御
座
濃
紺
は
先
達
而
は
月
百
商
用
草
御
嵩
申
言
趣
も
有
之
候
所
此
度
御
采

擁
之
上
御
揮
菰
被
下
殊
更
墨
水
荘
御
逗
留
中
〔
被
成
苗
〕
若
い
か
に
も
江
山
之
助
も
有
之
候
哉
御
筆
識
別
し
て
趣
妙
を
覚
え
永
く
秘
玩
可
致
と
厚
く

恭
存
候
数
多
隠
所
大
に
御
面
倒
を
吉
夢
儀
と
存
候
御
鳶
尾
も
風
流
瀟
洒
墨
黒
篭
外
之
想
有
之
月
下
此
帖
を
展
閲
古
風
吟
峨
之
興
不
堪
抑
躍
事
と
も
に

御
座
候
呉
々
も
鳴
謝
難
巻
御
座
候
誤
而
此
品
粗
末
之
至
二
候
得
と
も
風
早
家
書
好
之
由
ゆ
ゑ
模
造
い
た
さ
せ
懸
御
目
申
〔
は
〕
御
座
右
之
御
清
玩
に

も
被
成
下
候
は
・
本
懐
雪
嶺
と
御
坐
候
旦
手
製
之
蛋
粍
等
相
添
里
馬
柳
奉
謝
之
御
釜
を
表
し
候
御
笑
主
音
被
下
士
尚
他
日
拝
顔
も
有
多
御
礼
可
申
述

候
草
々
以
上

　
　
暮
春
廿
六

尚
々
折
角
時
論
〔
御
〕
い
と
ひ
可
被
成
否
久
〔
々
不
愚
書
〕
面
い
っ
そ
は
御
出
を
も
豆
蔵
申
と
畳
畳
今
春
東
鄭
之
地
を
囲
込
少
々
下
底
之
趣
を
設
る

積
り
ゆ
ゑ
木
石
之
経
営
に
て
も
出
来
候
は
＼
一
日
御
慌
し
に
御
出
被
下
度
御
座
候
歳
月
荏
再
母
御
疎
闊
想
像
之
至
二
御
座
候
以
上

　
千
蔭
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
頭
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〈
後
注
〉

・
2
9
　
　
「
清
瀧
」
の
「
瀧
」
に
訂
正
の
跡
あ
り
。

・
3
1
　
「
ふ
け
は
」
朱
の
見
セ
消
チ
で
「
ふ
け
て
」
。

・
3
5
　
「
さ
し
の
ぼ
る
」
朱
の
見
セ
消
チ
で
「
さ
し
の
ぼ
る
」
。

・
7
2
　
「
契
さ
り
し
に
」
の
「
さ
り
」
に
訂
正
の
跡
あ
り
。

・
7
5
　
「
な
く
て
」
朱
の
見
セ
消
チ
で
「
な
ら
て
」
。

76
@
「
雲
の
み
を
こ
〔
て
〕
」
朱
の
見
セ
消
チ
で
「
雲
の
み
を
に
〔
て
〕
」
。

97
@
「
い
は
ほ
に
」
墨
の
見
セ
消
チ
で
「
い
は
ほ
と
」
。

　
「
月
を
め
て
給
ふ
事
世
の
人
を
こ
〔
え
〕
給
ひ
て
」
朱
の
豊
島
消
チ
で
「
月
を
め
て
給
ふ
黒
黒
の
人
に
こ

　
「
歌
は
白
き
き
ぬ
一
み
ゆ
れ
は
也
」
朱
筆
。

　
「
林
家
書
腰
」
の
「
家
」
に
訂
正
の
跡
あ
り
。
「
祭
酒
」
と
あ
る
。

〔
え
〕
給
ひ
て
」

二
七

千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立



千
蔭
『
新
撰
月
百
首
』
の
成
立

二
八

追
記
　
本
稿
校
正
段
階
で
、
所
蔵
者
で
あ
っ
た
田
中
重
太
郎
博
士
の
随
想
「
昭
和
三
十
八
年
正
月
二
日
」
（
『
緑
壼
』
第
五
号
　
相
愛
女
子
短
期
大
学
文
芸
部
）

で
、
『
新
撰
月
百
首
』
に
触
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
（
柿
谷
雄
三
先
生
御
教
示
）
。
『
新
撰
月
百
首
』
購
入
時
に
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た

か
な
ど
が
伺
わ
れ
る
。
興
味
深
く
思
わ
れ
る
た
め
、
以
下
、
関
連
部
分
を
引
用
し
て
お
く
。

　
　
　
き
ょ
う
は
、
二
日
。
三
年
前
か
ら
頼
ま
れ
、
近
刊
予
告
の
広
告
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
雑
誌
に
出
て
い
る
「
枕
冊
子
全
注
釈
」
の
原
稿
執
筆
を
ぜ
ひ
進

　
　
め
よ
う
と
し
て
、
午
前
九
時
半
、
机
に
向
か
っ
た
の
は
い
い
が
数
行
も
書
か
な
い
う
ち
に
、
書
籍
小
包
の
到
来
で
あ
る
。
年
末
に
と
ど
い
た
某
書
店
の

　
　
分
と
二
つ
の
包
み
を
解
い
て
、
一
冊
一
冊
調
べ
て
い
る
う
ち
に
午
後
二
時
に
な
っ
た
。
　
　
（
略
）
　
午
後
四
時
か
ら
、
ま
た
、
本
の
整
理
。
「
新
撰
月

　
　
百
首
」
と
い
う
六
枚
の
小
冊
子
が
加
藤
千
蔭
の
自
筆
ら
し
く
、
う
れ
し
さ
に
赤
ん
坊
の
泣
き
声
も
耳
に
入
ら
な
い
。
「
実
況
園
蔵
」
の
朱
印
が
と
て
も

　
　
き
れ
い
だ
が
、
本
は
、
ど
の
ペ
ー
ジ
も
か
わ
い
そ
う
に
虫
食
い
虫
食
い
虫
食
い
で
、
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
の
み
な
ら
ず
、
虫
が
食
っ

　
　
て
い
る
た
め
、
紙
が
な
か
な
か
離
れ
な
い
。
は
が
そ
う
と
す
る
と
、
ち
ぎ
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
十
分
間
以
上
も
か
か
っ
て
、
や
っ
と
一
枚
を
二
枚
に

　
　
し
た
。
タ
ン
キ
大
学
教
授
の
く
せ
に
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
息
を
こ
ら
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
は
な
す
。
本
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
い
と
お
し
む
。
こ
れ

　
　
も
さ
っ
そ
く
経
師
屋
へ
出
し
て
、
た
い
せ
つ
に
保
存
し
て
お
こ
う
。
裏
打
ち
を
す
る
と
、
本
の
趣
き
が
な
く
な
っ
て
、
い
や
だ
が
、
本
を
長
生
き
さ
せ

　
　
る
た
め
に
は
し
か
た
が
な
い
。
人
間
で
も
生
き
る
た
め
に
は
外
科
手
術
を
す
る
の
だ
。

　
　
　
こ
の
「
月
百
首
」
の
後
半
に
、
「
大
学
頭
」
か
ら
「
千
蔭
」
あ
て
の
「
林
家
書
順
」
の
写
し
が
二
通
（
三
丁
）
千
蔭
の
筆
で
付
い
て
い
る
の
も
あ
り

　
　
が
た
い
。
早
く
な
お
し
に
出
し
て
、
調
査
報
告
を
し
た
い
も
の
だ
。
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